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外国語学部の情報活用基礎を担当して

はじめに

外国語学部の情報活用基礎を担当することになったの

は2010年度後期で、 2012年度からは前期後期とも担当

するようになり、現在に至る。担当を引き受ける際に聞

いた話では、外国語学部におけるパソコン実習室を使っ

た授業は入学年度に受講するこの半期授業が唯一である

とのことで、授業構成と課題内容を考えるのに苦心した。

対象となる外国語学部生は、 「他言語を使った情報伝達」

という以下のような情報処理過程を繰り返すとみなすこ

とができる。

ワヵ］日本言吾で自分の考えを組み立てる

［処理］ 学んだ知識を使って専攻語に意訳する

［出力］ 専攻語を使って他者に伝える

そこで、 「情報活用」の主題を 「他者に見せることを意識

した資料作成ど情報伝達に必要な工夫」と設定し、授業

を構成した。課超については、情報の生成から整理と伝

達への流れを意識して内容を選定した。

課題内容を実現するに当たって、同時開講される 5教

室の内、最も定員が少ない教室で授業を実施したいとい

う要望を主担当教員に伝え、当時の担当教員の皆様に御

協力いただいて、 45名定員の第4教室で担当することと

なった。本稿執筆時点で前期開講4回と後期開講5回の

授業を終えた経験から述べたいと思う。

情報教育システムの利用状況

第4教室は45名定員であるが、ティーチングアシスタ

ントの大学院生2名と万一の端末不具合に対処するため

の予備パソコン 1台分を除いて、大抵は42名の学生が受

講する。これまでの授業では、ネットワーク等のソフト

ウェア的な障害はあったが、教室端末の物理的な故障に

遭遇したことはなかったように記憶している。

学生パソコン2台につき l台の教員画面提示端末が設

置してあるおかげで、細かい説明もしやすく、今後も維

持願いたい。ただ、教壇側に注目させて説明を聞かせた

い場合は、プロジェクターのスクリーン画面だけに表示

して、教室内の教員画面提示を非表示にした方が確実に
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注目させることができる。しかしながら、教卓の操作盤

にそのような機能はなく 一括切り替えすることができな

いため、そういった仕様であればなと思いながら、 学生

に電源の 「入／切」の切り替えを口頭で指示している。

また、以前は教室の室内空調が個別に温度設定できな

かったため、夏場は暑く冬場は寒い中で授業をする日も

あったが、パソコンが刷新された昨年度あたり から自由

に設定できるようになり、新しくなったマウスやキーボ

ードとと もにより快適な環境で学生が授業を受けられる

ようになっている。

授業支援システムの利用状況

授業教材の提示と配布並びに課題の提示と回収は、

2012年度前期までは WebCTを、 2012年度後期からは

CLEを利用している。また、出欠確認は 2014年度前期

までは、出欠集計システムを利用していた。機器更新に

よる廃止後はCLEを使うことが推奨されているが、現時

点では同等ではなく、参考程度にとどまっている。

CLEで出欠集計するには、［利用状況］と濯潟t管理］

の大きく 2つの機能が利用できる。WebCTの時と概ね同

じ仕様で、使い勝手はほぼ改善されていないように思う。

［利用状況］では、 CLEが管理する IDを識別に使用し、

任意の系列追加はできない。濯も績管理］では、 学籍番号

等の系列追加ができ、系列の選別と並べ替えもできる。

CLEの管理1Dは、氏名と大阪大学個人1Dの順で構成さ

れており、 学籍番号は含まれない。情報活用基礎のよう

な数百名の登録学生を複数グループに分けて同時開講す

る授業では、学生を学籍番号で区切って分担が決められ、

各教員は担当学生だけ抽出する必要がある。したがって、

学籍番号による並べ替えや登録グループ単位での選択機

能がないと、担当学生の抽出に負担がかかる。残念なが

ら、［利用状況］にはそれらの機能がなく、出欠確認には

使えないと言わざるを得ない。なお、［利用状況］ ＞ ［コ

ースレポート］にある 「グループ内のユーザアクティビ

ティ」は、 単に登録グループ間の利用割合を表示するだ

けで個別グループを選択する機能ではなかった。
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一方、国蹟管理］ ＞ 匝娃責管理全体］を見ると、登録

学生毎に「最終アクセス」項目があるが、日付しか表示

されない。そのため、授業開始前と授業終了直後の2回

疇して彰をとれば授業時間内に CLEを閲覧したこ

とはわかるが、授業教室内で授業終了まで在室していた

かどうかまではわからない。ただ、メニューバーの［管

理］ ＞ ［スマートビュー］から登録グループで学生を選

別することができるので、あらかじめ担当学生のみのグ

ループを作成し、表示列に学籍番号を追加しておくこと

で、担当学生一覧を学籍順で確認することができる。

ところで、 ［利用状況］ ＞［コースレポート］にある 「単

ーコースの学生の概要」を見ると、 学生単位で総閲覧時

間数とコンテンツ毎の 「最初のアクセス日時」が参照で

き、閲覧開始時間を調べることができる。当授業で使用

しているのは、 「コンテンツフォルダ」「ファイル」「項目」

「課題」だけであるが、この中で個別表示されるのは 「コ

ンテンツフォルダ」と 「課題」のみであった。したがっ

て、授業日毎にフォルダを作成して教材を提示していれ

ば、授業日の「コンテンツフォルダ」行でその授業の利

用開始日時を、各課題の 「課題」行でその課題の初回提

出日時を特定することができる。さらに、個々の教材「フ

ァイル」や指示 「項目」に対して 「統計レポートの表示」

を行うと、 「コンテンツ使用状況の統計」が確認できる。

どちらも［利用状況］と同様に数百名の全員一括選択か、

名前順で20行または5行表示に固定された選択窓の中で

担当学生を一人ずつ手動で選択するしかない。前者の「単

ーコースの学生の概要」が愧潟t管理］の学生項目から

呼び出すことができればと思うと、残念な仕様である。

以上のことから、 2014年度削期まで運用されていた出

欠集計システムと同等の簡便さで出欠確認を行うことが

できないのが実情である。具体的な出典を確認できない

が、文部科学省の通達で出席を直接的に成績評価で加点

することが禁止されているので、採点上は不要かもしれ

ない。一方で、大学からは 「欠席が続く学生の把握」を

求められることから、授業終了後に愧も績管理］ ＞ 愧も

績管理全体］ ＞ ［スマートビュー］で担当学生グループ

の 「最終アクセス」一覧を毎回確認するというのが、以

前の出欠集計に最も近い対処法だと考えられる。しかし

ながら、授業中に各座席の着席状況を学籍番号で確認で

き、閥酎呆存もできるのが理想的ではある。

提出課類の回収については、以前の WebCTも現在の

CLEもさほど変わりなく使用している。学生毎に個別の

課題ページから提出ファイルを一つずつダウンロードで

きるが、作業量が多くて手間がかかるので通常は課題毎

にZIP形式で圧縮された一つのファイルで一括ダウンロ

ードする。その際、 学生が実際に提出した日時やファイ

ル名のままで一括回収することはできない仕様なので、

それらを保持したい場合は提出ファイルをZIP形式にす

るか、採点時に多少の前処理をする必要がある。WebCT

では、課坦名やフォルダ名などに日本語文字が含まれて

いると、ファイル解凍ソフトによっては正常にファイル

が取り出せないこともあった。ASCII文字だけで作成す

れば問姪なく、 CLEで検証していないが、今のところ学

生が間違ってASCII文字以外のファイル名で提出した際

も正常にファイルが解凍できている。学生が思いのほか

提出ファイル名に気を使わないのが、悩みの種である。

授業の実施状況

毎回ほぼ全員が連文節変換を知らない等、 受講学生の

反応に驚くことはいつも多いが、パソコンの使用経験が

ほぼない学生のなだらかな増加が気になる。中学高校に

もパソコン実習があると聞いているだけに不思議である

が、元々パソコン嫌いの学生でも受講終了後にそつなく

使えるようになることを目指した授業をしているので、

最後の総合課題では皆それなりにWordとExcelをうまく

使って報告書が作成でき、成果を実感している。

紙面の都合で詳細は省くが、各課題をやり進めると、

情報の使用•利用・活用と順に経験していくことになる。

受講した学生にとって、日常の気づきを活用するための

一助になっていることを切に願う。

おわりに

授業担当初年度並びに WebCTから CLEへ移行した

2012年度は、豊中教育研究棟にて当時WebCTヘルプデ

スク担当をされていた SCSK株式会社の吉田氏に、授業

終了後にも度々対応していただいた。対面で実際の画面

を見ながらその都度問題点を質問することができたこと

で、疑問の解消と授業での利用を円滑に進めることがで

きた。この場を借りて吉田氏並びにサイバーメディアセ

ンターのシステム運用関係者の皆様にお礼申し上げる。
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